
転載・複製はお控えください。

別紙 主な意見交換・質疑

調査計画において、自然状況の把握やヤード配置検討など環境に配慮していることは伝わりました。ただし

今後のヤード整備や掘削調査における騒音や夜間の明かりによる生態系への影響を懸念しています。

同様の工事の施工例から、どのような重機を使用し、騒音や夜間の明かりがどのような影響を与えるかを

整理します。まずは2026 年度の掘削ヤード整備の工事についてお示しできるようにします。

委員

事務局

ヤード候補地Bにおける樹種と大径木の直径をおしえてほしい。

主な樹種はエゾマツ、トドマツ、ケヤマハンノキです。

大径木の最大直径は、胸高直径で６０cm程度です。

委員

事務局

掘削時に用いた水や堀り屑は、どのように処理されるのでしょうか？

掘削に用いた水は、場内にて循環利用したのち、掘り屑と一緒に

産業廃棄物として適正に処理します。

委員

事務局
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